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１．交通安全対策・道路整備の取組み 

 交通安全対策や道路整備（道路の補修等）はより良い市民生活につながります。市民からの様々な要望を市に伝

え対応して頂きました。その一部を紹介します。 

① 東別府 5丁目のカーブミラーの再設置 2021.2 

一時期無くなっていましたが、府道に入る際に、ミラーが無いと危険

という事で、再設置を要望し、改めての設置となりました。 

② 別府３丁目の水路沿いのフェンスの立て直し ２０１８．6 

傾いていたフェンスが危険という事で、立て直して頂きました。 

③ 別府２丁目の交通規制標示の設置 ２０２0．1１ 

水路沿いから、車両がス

ピードを出して街中に進入

して来る為、それを抑制して

欲しいという要望の対応で

す。 

その他、別府１丁目内の市道の補修整備、狭隘道路の速度抑制のための注意喚起シー

ルや、電柱への注意喚起等の設置、水路沿いの草刈り（防草シートも設置）などがあります。 

また、府道一津屋正雀線（東別府セブンイレブン前の道路）での歩道拡幅についても、市とともに大阪府へ要望

を行っています。 
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関学ＩＢＡ卒 

ホッと住めるまち別府地域の取組み特集 

私は、2017年の摂津市議会議員選挙の当選以来、ホっと住めるまち摂津を目指し、市政活動、そして、別

府地域でのまちづくり・地域活動に取り組んで参りました。 

改めて、私が取り組んできたホッと住めるまち別府に向けての取組みを一部抜粋して市政報告にまとめまし

た。是非、ご一読頂ければ幸いです。 
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２．味生体育館から別府コミセンへの投票所の変更 

2017年に当選してから、ずっと投票区の自治会の方々と連携してこの問題に取り組んできました。味生体育館は投票

区の端に位置し、区域の中心にある別府コミュニティセンターへ投票所を変更することが望ましいというものでした。 

投票区内の全ての自治会長が連名で、変更の要望書を提出

することをサポートし、また議会でも本会議や委員会で幾度も取り

上げました。 

2019年 9月議会では「投票所の環境整備等による利便性

向上について」という一般質問で、変更を要望しました。 

これら地域と連携した取組みで、市は 2020年 5月に投票所

を味生体育館から別府コミュニティセンターへ変更しました。 

 

３．東別府雨水幹線・水害対策の取組み 

一瞬、ここはどこだ？ という印象を受けた東別府雨水幹線視察現場。 

東別府の内水氾濫対策の取り組みである東別府雨水幹線の工事が着々と進められています。2021年 4月 19日に

は自民党・市民の会で視察を行いました。内水氾濫が起きやすい東別府において、写真のように地下の雨水幹線が建設

中で、今年度末には完成予定です。この工

事で、１０年に１度の大雨にも対応できるよ

うになり、地域の安全が一層保たれることと

なります。 

雨水幹線は、会派で提言を行い続け、そ

して私の一般質問でも、2021年 6月議会

で、安全安心のまちづくりのためにしっかり

と進めるよう要望しています。 

 

 

４．別府コミュニティセンターの利便性向上へ 

別府コミュニティセンターは開設後、約５年経過します。利用者の方から施設・設備が新しくなり、気持ち良

く利用できるとの声も聴きますが、一方、料金が高く使いにくいという声もあります。 

その為、使用料の引き下げについて 2021年 6月議会で取り上げました。市は、調査

によって別府コミュニティセンターの利用者の 58.6%が別府小学校区の方で占められ、

同じ料金設定である阪急摂津市駅前の市外利用者も多いコミュニティプラザと、利用者

層の違いを認識しています。もっと地域性に応じた使用料設定が必要なのです。 

また、別府コミュニティセンターの稼働率は、平成 29 年度 16.8%、平成 30 年度

24.4%、令和元年度 25%と、もっと活用できることが明らかになっています。 

そのため、料金設定の見直しと稼働率を高め、より利用しやすいセンターとするよう要望しています。 

  

 別府地域での取り組みの一部をご紹介しましたが、コロナ禍の中、教育委員会や別府小

学校へ保護者の意見を伝えたり、他にも様々な課題や要望に取り組んできました。要望叶

わぬ事も多々ありますが、まずは動いてみて、少しでも良い形になればという思いで取り

組みました。 

まだまだ至らぬ点はございますが、別府がもっと住みやすくなるまちへ、地域の皆様と

ともに力を合わせて、引き続き頑張って参ります。 
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